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明 細 書

発明の名称 ：舶用減速逆転装置

技術分野
[0001 ] 本発明は、第一ケース、第二ケース、及び該第二ケースに着脱可能なケ一

スカバ一を装置の一側から他側に向かって順に列設 してハウジングを形成 し

、該ハウジング内に前進用と後進用の推進伝達部を収容すると共に、該推進

伝達部は、いずれも、プロペラに連結する出力ギアに嚙合するピニオンと、

該ピニオンが軸途中に遊嵌される入力軸と、該入力軸の他側に固設される入

力ギアと、該入力ギアと前記ピニオンとの間に動力断接可能に介設するクラ

ツチとから構成 した舶用減速逆転装置に関し、特に、前記推進伝達部の取り

出し構成に関する。

背景技術
[0002] 従来より、船舶にロープやワイヤ一を掛けて牽引 曳航する際、プロペラ

に巻き付いた口一プゃワイヤ一のため、舶用減速逆転装置内の前進用 ' 後進

用の入力軸に対 し、その軸径方向には、プロペラに連結された出力ギア等を

介 して大きな負荷が作用する。このため、入力軸の軸受にすベり軸受を用い

ると、入力軸と軸受との接触面に過剰な摩擦熱が発生し、焼き付きを起こし

やすい。

[0003] そこで、このような焼き付きを防ぐべく、発生する摩擦熱が小さい、ボ一

ルべァリング、口一ラベアリング等の転がり軸受を用いる技術が公知となつ

ている （例えば、特許文献 1参照）。

特許文献 1 ：特開 2 0 0 6 _ 1 1 2 4 7 1号公報

発明の概要

発明が解決しょうとする課題
[0004] しかしながら、前述 した転がり軸受を用いることにより焼き付きは防止で

きるものの、該転がり軸受は、精密部品であるために、過大な荷重、麈挨等

の固体異物に対 して弱い。そこで、定期的なメンテナンスが必要となるが、



軸受類はハウジング内の奥深い位置に配置されているため、転がり軸受のメ

ンテナンスを行うにはハウジング全体を分解する必要があり、メンテナンス

性に劣る、という問題があつた。

課題を解決するための手段

[0005] 本発明の第一の態様は、第一ケース、第二ケース、及び該第二ケースに着

脱可能なケースカバ一を装置の一側から他側に向かって順に列設 してハウジ

ングを形成 し、該ハウジング内に前進用と後進用の推進伝達部を収容すると

共に、該推進伝達部は、いずれも、プロペラに連結する出力ギアに嚙合する

ピニオンと、該ピニオンが軸途中に遊嵌される入力軸と、該入力軸の他側に

固設される入力ギアと、該入力ギアと前記ピニオンとの間に動力断接可能に

介設するクラツチとから構成 した舶用減速逆転装置において、前記ピニ才ン

の一側は、第一転がり軸受を介 して前記第一ケースに回動自在に支持 し、前

記ピニオンの他側は、第二転がり軸受を介 して前記第二ケースに回動自在に

支持 し、前記入力軸の他側は、第三転がり軸受を介 して前記ケースカバーに

回動自在に支持 し、該ケースカバ一内に前記クラッチと入力ギアを収容する

と共に、前記第一転がり軸受とピ二オンの一側との間にスリープを介装 し、

該スリープから前記ピニオンを抜き差 し可能に構成 したものである。

[0006] 本発明の第二の態様は、前記ピニオンの一側にはスプラインを設け、該ス

プラインを形成 したスプライン部を前記スリープ内に揷嵌するものである。

発明の効果

[0007] 本発明は、以上のように構成 したので、以下に示す効果を奏する。

すなわち、第一の態様によれば、ケースカバ一を脱着 してから入力軸を抜

き出すだけで、第二転がり軸受 第三転がり軸受を推進伝達部と一緒にハウ

ジングから取り出すことができ、転がり軸受のメンテナンスのためにハウジ

ング全体を分解する必要がなくなり、メンテナンス性が向上する。更に、ケ

—スカバ一を脱着するだけで、クラッチ 入力ギア 第三転がり軸受を外部

に露出させることができ、これらの部材については、メンテナンスを一層容

易に行うことができる。加えて、転がり軸受に作用する負荷を、前記第一ケ



—ス、第二ケース、及びケースカバ一という複数の部材に分散させることが

でき、転がり軸受を強固に支持 して回転中の回転軸心のずれを小さくし、騒

音や転がり軸受の損傷を大きく抑制することができる。

[0008] 第二の態様によれば、前記スプライン部がスリーブの内周面を軸方向に摺

動する際の摩擦抵抗を減少させ、スリープからのピニオンの抜き差 しに必要

な力を小さくすることができ、メンテナンスのための作業負荷を軽減できる

図面の簡単な説明

[0009] [ 図1]本発明に係わる舶用減速逆転装置の全体構成を示す右斜め後方斜視図で

ある。

[図2] 同じく背面図である。

[図3] 図 2 のA _ A 矢視断面図である。

[図4] 図 2 の B _ B 矢視断面図である。

[図5] 図 2 のC —C 矢視断面図である。

[図6]ハウジングから前進伝達部を取り出す場合の舶用減速逆転装置の側面一

部断面図である。

符号の説明

[001 0] 舶用減速逆転装置

3 ハウジング

4 第一ケース

5 第二ケース

6 ケースカバ一

前進伝達部 （前進用の推進伝達部）

8 後進伝達部 （後進用の推進伝達部）

前進入力軸 （入力軸）

3 前進入力ギア （入力ギア）

前進クラッチ （クラッチ）

5 前進ピニオ ン （ピニオ ン）



1 5 a - 1 9 a 差 し込み筒部 （ス プライ ン部 )

1 5 a 9 a ス プライ ン

1 6 後 進入力軸 （入力軸 ）

1 7 後 進入力 ギア （入力 ギア）

1 8 後 進 クラ ッチ （クラ ッチ）

1 9 後 進 ピニオ ン （ピニオ ン）

2 2 出力 ギア

3 7 b 3 8 b 第一テ一パ ロ一 ラベ ア リング (第 .一転 が り軸 受 )

3 7 c 3 8 c 第二テ一パ ロ一 ラベ ア リング (第 .二転 が り軸 受 )

3 7 d 3 8 d 第三テ一パ ロ一 ラベ ア リング (第 :Ξ 転 が り軸 受 )

3 9 4 0 ス リー プ

発明を実施するための形態

[001 1] 以 下 に、発 明の実施 の形態 を説 明す る。

なお、 図 1 の矢印 F で示 す方 向 を、舶 用減速逆転装置 1 を搭載 した図示せ

ぬ船舶 の前進方 向 と し、以下で述べ る各部材 の位置や方 向等 は この前進方 向

を基準 とす る。

[001 2] まず、本発 明 に係 わ る舶 用減速逆転装置 1 の全体構成 について、 図 1 乃至

図 5 によ り説 明す る。

該舶 用減速逆転装置 1 は、船舶 の船体本体 2 の後端部 に取 り付 け られたハ

ウジ ング 3 を有 し、該ハ ウジ ング 3 内には、 図示せぬエ ンジ ンか らの動力 を

減速 した前進方 向の減速動力 （以下、 「前進動力」 とす る） と して出力す る

前進伝達部 7 、前記前進動力 とは反対方 向 に回転 す る減速動力 （以下、 「後

進動力」 とす る） と して出力す る後進伝達部 8 、 これ ら前進伝達部 7 後進

伝達部 8 の一方 か らの動力 を船舶 の プロペ ラに出力す る出力伝達部 9 、 及び

図示せぬ発電機 等 の補助機 器 に動力 を出力す る P T 0 伝 達部 1 0 とが収容 さ

れている。

[001 3] そ して、前記船体本体 2 には、 図示せぬエ ンジ ンと、該 エ ンジ ンに連結 さ

れ るフライホイ一ル 1 1 が収容 され、該 フライホイ一ル 1 1 に、前記前進伝



達部 7 の前進入力軸 1 2 の前端 が連結 されている。

[0014] これ によ り、 エ ンジ ンか らの動力は、前進入力軸 1 2 に常時入力 され、後

で詳述するクラ ッチ 1 4 8 によ り、船舶前進時 には、前進伝達部 7 がそ

の まま出力伝達部 9 に連結 されて、前進動力が プロペ ラに伝達 され る一方、

船舶後進時 には、前進伝達部 7 が後進伝達部 8 を介 して出力伝達部 9 に連結

されて、後進動力が プロペ ラに伝達 され るように している。更 に、前記前進

伝達部 7 は、前記 P T O 伝達部 1 0 に常時連結 されてお り、前進動力が P T

0 伝達部 1 0 を介 して外部 の補助機器 にも伝達 され るように している。

[001 5] また、前記ハ ウジ ング 3 の上面 には、オイル クーラ 2 9 が載置固定 され る

と共 に、ハ ウジ ング 3 の背面の右上部 には、オイル フィル タ 3 0 が配置 され

、ハ ウジ ング 3 の背面の左部 には、 その上下位置 に、後述するカバ一 プ レー

卜3 6 を介 して、前後進切換バル ブ 2 8 と油圧ポ ンプ 2 7 とが配置 されてい

る。

[001 6] これ によ り、該油圧ポ ンプ 2 7 が駆動 され ると、ハ ウジ ング 3 内の油溜 ま

りか ら吸い込 まれて図示せぬサ クシ ヨンフィル タによ り濾過 された作動油が

、前記前後進切換バル ブ 2 8 油路 3 等 を介 して、前記伝達部 7 8 に供

給 され る。更 に、前記作動油の一部 は、前記オイル クーラ 2 9 によ り冷却 さ

れてか らオイル フィル タ 3 0 で濾過 された後、潤滑油 と して前記伝達部 7 乃

至 1 0 に供給 され るように している。

[001 7] 次 に、 このような舶用減速逆転装置 1 の動力伝達構成 について、 図 2 乃至

図 5 によ り説明する。

前記前進伝達部 7 は、 図 3 に示すように、前記前進入力軸 1 2 と、該前進

入力軸 1 2 の後端 に外嵌 して固設 され る前進入力ギア 1 3 と、前記前進入力

軸 1 2 の前後途 中に遊嵌 され る前進 ピニオ ン 1 5 と、該前進 ピニオ ン 1 5 と

前記前進入力ギア 1 3 との間に介設 され る前進 クラ ッチ 1 4 とか ら構成 され

る。

[001 8] 該前進 クラ ッチ 1 4 は、湿式多板 クラ ッチであ って、前進 ピニオ ン 1 5 の

後端部 に形成 されたイ ンナ一 ドラム 1 5 e と、前進入力ギア 1 3 に一体的に



形成 されたアウター ドラム 1 3 a とが備 え られ、該 ァウタ一 ドラム 1 3 a に

固設 された複数のプ レッシャープ レー 卜1 3 a 1 の隙間に、前記ィンナ一 ド

ラム 1 5 e に固設 された複数のクラッチデ ィスク 1 5 e 1 が交互 に配置 され

ている。

[001 9] 更 に、前進入力ギア 1 3 の内側 には、油圧 ピス トン 2 6 が配置 されてお り

、該油圧 ピス トン 2 6 に作動油 を供給 し、該作動油の油圧 によって前記油圧

ピス トン 2 6 を前方 に押動 させることによ り、前記インナ一 ドラム 1 5 e 内

で前進入力軸 1 2 外周 に巻回 した戻 しパネ 3 2 の弾性力に杭 して、前記 プ レ

ッシャープ レ一 卜1 3 a 1 とクラッチデ ィスク 1 5 e 1 間が相互 に圧接 され

る。すると、該 プ レッシャープ レー 卜1 3 a 1 とクラッチデ ィスク 1 5 e 1

を介 して、 アウター ドラム 1 3 a とインナ一 ドラム 1 5 e とが連結 され、前

進 クラッチ 1 4 が 「クラッチ入」 とな り、前進 ピニオ ン 1 5 が前進入力軸 1

と連結 される。

[0020] 逆 に、油圧 ピス トン 2 6 に作動油が供給 されないと、前記戻 しパネ 3 2 の

弾性力によって油圧 ピス トン 2 6 は後方 に押 し戻され、前記 プ レッシャープ

レ一 卜1 3 a 1 とクラッチデ ィスク 1 5 e 1 間が相互 に離間される。すると

、 アウター ドラム 1 3 a とインナ一 ドラム 1 5 e との連結が切れて、前進 ク

ラッチ 1 4 が 「クラッチ切」 とな り、前進 ピニオ ン 1 5 と前進入力軸 1 2 と

が遮断される。

[0021 ] 前記後進伝達部 8 も、図 4 に示すように、前進伝達部 7 と同様、前記前進

入力軸 1 2 に平行な後進入力軸 1 6 と、該後進入力軸 1 6 の後端 に外嵌 して

固設 される後進入力ギア 1 7 と、前記後進入力軸 1 6 の前後途中に遊嵌 され

る後進 ピニオ ン 1 9 と、該後進 ピニオ ン 1 9 と前記後進入力ギア 1 7 との間

に介設 される後進 クラッチ 1 8 とか ら構成 される。

[0022] 該後進 クラッチ 1 8 も、湿式多板 クラッチであ って、前記前進 クラッチ 1

4 と同様 に、 ィンナ一 ドラム 1 9 e の クラッチデ ィスク 1 9 e 1 とアウター

ドラム 1 7 a の プ レッシャープ レー 卜1 7 a 1 が交互 に配置 されると共 に、

後進入力ギア 1 7 の内側 には、油圧 ビス トン 2 6 A が配置 されている。



[0023] これにより、該油圧ピス トン2 6 A を作動油によって前方に押動させると

、後進クラッチ 1 8 が 「クラッチ入」となり、後進ピニオン 1 9 が後進クラ

ツチ 1 8 を介 して後進入力ギア 1 7 に連結され、逆に、油圧ピス トン2 6 A

に作動油が供給されないと、戻 しパネ3 2 によつて油圧ピス トン2 6 A が後

方に押 し戻され、後進クラッチ 1 8 が 「クラッチ切」となり、後進ピニオン

9 と後進入力ギア 1 7 とが遮断される。

[0024] 更に、この後進伝達部 8 は、図 2 に示すように、前記前進伝達部 7 の左斜

め下方に隣接 して配置されると共に、該後進伝達部 8 の後進入力ギア 1 7 は

、前記前進伝達部 7 の前進入力ギア 1 3 に常時嚙合されており、該後進入力

ギア 1 7 が、前記前進入力軸 1 2 から前進入力ギア 1 3 に伝達されてきた動

力によって、常に駆動されるようにしている。

[0025] 前記出力伝達部 9 は、図3 に示すように、前進入力軸 1 2 に平行でプロべ

ラに連結される出力軸 2 3 と、該出力軸 2 3 の前部に外嵌 して固設される出

力ギア2 2 とから構成され、該出力ギア2 2 は、前記前進伝達部 7 の前進ピ

二オン 1 5 と後進伝達部 8 の後進ピニオン 1 9 とに対 して、同時に嚙合され

ている。

[0026] この場合、該出力ギア2 2 は前記ピニオン 1 5 9 よりも大径であるた

め、前進伝達部 7 と出力伝達部 9 の間には、前進減速ギア列 1 5 2 2 が形

成され、後進伝達部 8 と出力伝達部 9 の間には、後進減速ギア列 1 9 2 2

が形成されている。

[0027] 以上のような動力伝達構成における、前後進の切換手順について説明する

前記前後進切換バルブ2 8 が中立位置にある場合は、前進伝達部 7 の油圧

ピス トン2 6 、後進伝達部 8 の油圧ピス トン2 6 A のいずれにも作動油が供

給されず、前進クラッチ 1 4 、後進クラッチ 1 8 とも 「クラッチ切」となる

[0028] この場合、エンジンからの動力により、前進入力軸 1 2 と前進入力ギア 1

3 が、一体となって回転 し、該前進入力ギア 1 3 に嚙合する後進入力ギア 1



7 と、後進入力軸 1 6 も、一体 となって回転する。 しか し、前記前進 ピニ才

ン 1 5 後進 ピニオ ン 1 9 のいずれも、前記前進入力軸 1 2 後進入力軸 1

6 に対 して空転状態 となってお り、該前進 ピニオ ン 1 5 後進 ピニオ ン 1 9

が同時嚙合する出力ギア 2 2 には、動力が伝達されない。

[0029] そ して、前記前後進切換バル ブ 2 8 を前進位置に切 り換えると、油圧ボン

プ 2 7 により圧送されてきた作動油は、前進伝達部 7 の油圧 ピス トン 2 6 に

供給 される一方、後進伝達部 8 の油圧 ピス トン 2 6 A には供給 されず、前進

クラッチ 1 4 のみが 「クラッチ入」 となる。

[0030] この場合、前進 ピニオ ン 1 5 が前進 クラッチ 1 4 を介 して前進入力軸 1 2

に連結 され、エンジンか らの動力が、前進入力軸 1 2 か ら前進減速ギア列 1

5 2 2 を介 して出力軸 2 3 に伝達されるようにな り、該出力軸 2 3 に連結

されるプロペラが前記前進動力によって駆動される。一方、後進 ピニオ ン 1

9 は後進入力軸 1 6 に対 して空転状態 となってお り、後進 ピニオ ン 1 9 か ら

出力軸 2 3 には、動力が伝達されない。

[0031 ] あるいは、前記前後進切換バル ブ 2 8 を後進位置に切 り換えると、作動油

が後進伝達部 8 の油圧 ピス トン 2 6 A に供給 される一方、前進伝達部 7 の油

圧 ピス トン 2 6 には供給 されず、後進 クラッチ 1 8 のみが 「クラッチ入」 と

なる。

[0032] この場合、後進 ピニオ ン 1 9 が後進 クラッチ 1 8 を介 して後進入力ギア 1

7 に連結 され、エンジンか らの動力が、前進入力軸 1 2 、前進入力ギア 1 3

、後進入力ギア 1 7 、後進 クラッチ 1 8 か ら後進減速ギア列 1 9 2 2 を介

して、出力軸 2 3 に伝達されるようにな り、該出力軸 2 3 に連結 されるプロ

ペラは後進動力によって駆動される。 この間、前進 ピニオ ン 1 5 は前進入力

軸 1 2 に対 して空転状態 となってお り、前進 ピニオ ン 1 5 か ら出力軸 2 3 に

は、動力が伝達されない。

[0033] また、前記 P T O伝達部 1 0 は、図 5 に示すように、前記前進入力軸 1 2

に平行な P T O軸 2 1 と、該 P T O軸 2 1 の前後途中部 に外嵌 して固設され

る P T O ギア 2 0 とか ら構成 され、該 P T O ギア 2 0 は、前記前進伝達部 7



の前進入力ギア 1 3 に嚙合されており、エンジンからの動力が、前進入力軸

2 、前進入力ギア 1 3 、 P T O ギア2 0 を介 して P T O軸 2 1 に常時伝達

される。

[0034] そ して、該 P T O軸 2 1 の後端は、前記ハウジング3 から後方に突出され

、継手構造 3 3 を介 して補助機器に連結されており、該補助機器がエンジン

からの動力によって駆動されるようにしている。

[0035] 次に、前記ハウジング3 の構造と、該ハウジング3 における前記伝達部 7

8 1 0 の取り出し構成について、図 2 乃至図 6 により説明する。

該ハウジング3 は、第一ケース4 と第二ケース 5 とによって前後半割状に

形成されたケース体 3 4 と、前記第二ケース 5 の後壁 5 a に複数のボル ト3

5 によって着脱可能に締結固定されるケースカバ一 6 とから構成される。

[0036] このうちの第一ケース4 において、その前面を閉塞する前壁 4 a の上部に

は、多段状の第一前進軸孔 4 b が前後方向に穿孔され、該第一前進軸孔 4 b

は、同軸上で前から順に拡径する小径部 4 b 、中径部 4 b 2 、及び大径部

4 b 3 から構成される。更に、背面視で前記第一前進軸孔 4 b の左斜め下方

位置には、前方に窪んだ多段状の第一後進軸凹部 4 c が形成され、該第一後

進軸凹部 4 c も、同軸上で前から順に拡径する小径部 4 c 、中径部 4 c 2

、及び大径部 4 c 3 から構成される。加えて、背面視で前記第一前進軸孔 4

b の直下方には、前方に窪んだ第一出力軸凹部 4 d が形成される。

[0037] 前記第二ケース 5 において、その後面を閉塞する後壁 5 a には、前記第一

前進軸孔 4 b 、第一後進軸凹部 4 c 、及び第一出力軸凹部 4 d の直後方位置

に、それぞれ、第二前進軸孔 5 b 、第二後進軸孔 5 c 及び第二出力軸孔 5 d

が穿孔されている。

[0038] 前記ケースカバ一 6 において、その後面を閉塞するカバ一壁 6 a には、前

記第二前進軸孔 5 b 、第二後進軸孔 5 c の直後方位置に、それぞれ、カバー

前進軸孔 6 b 、カバ一後進軸孔 6 c が穿孔されると共に、背面視で前記カバ

—前進軸孔 6 b の右斜め下方位置には、カバ一 P T O軸孔 6 d が穿孔されて

いる。



[0039] 更に、ケースカバ一 6 のカバ一壁 6 a には、複数のボル ト4 1 によって、

前記カバ一プレー 卜3 6 が着脱可能に覆設されている。該カバ一プレー 卜3

6 は、その内部 に、前記伝達部 7 乃至 1 0 への潤滑油やクラッチ 1 4 1 8

への作動油を給排するための油圧回路が形成 されると共に、内部 を視認可能

な透光性 を有する樹脂 によって形成 されている。 これにより、前記油圧回路

の可視化が可能 とな り、 メ ンテ ナ ンス性が向上すると共に、金属製の場合に

比べ、装置の軽量化 低 コス ト化を図ることができる。

[0040] このような構造のハ ウジング 3 において、前記前進伝達部 7 では、前記前

進入力軸 1 2 の先端 にスプライン部 1 2 a が設けられ、該スプライン部 1 2

a は、前記 フライホイール 1 1 に設けた継手部 1 1 a のスプライン孔 1 1 a

1 に、相対回転不能かつ軸方向摺動 自在 に揷嵌されている。更に、該継手部

1 a は、前記第一ケース 4 の第一前進軸孔 4 b 内を、前記小径部 4 b か

ら中径部 4 b 2 にかけて後方に延設されると共に、該中径部 4 b 2 に、機体

側テ一パ ロ一ラベア リング 3 7 a を介 して回動可能に支持される。

[0041 ] ここで、前進入力軸 1 2 に遊嵌される前記前進 ピニオ ン 1 5 は、歯部 1 5

b を挟んで前後 に、該歯部 1 5 b よりも小径の差 し込み筒部 1 5 a と軸本体

5 c とが形成 され、該軸本体 1 5 c には、前記ィンナ一 ドラム 1 5 e が後

方に連設されている。

[0042] このうちの差 し込み筒部 1 5 a は、前記第一ケース 4 の第一前進軸孔 4 b

の大径部 4 b 3 に、第一テ一パ ロ一ラベァ リング 3 7 b とス リープ 3 9 を介

して回動可能に支持される。該ス リープ 3 9 は、 リング状であって、その外

周面は、第一テ一パ ロ一ラベァ リング 3 7 b の内 リング 3 7 b に密着固定

される一方、ス リープ 3 9 の内周面には、前記差 し込み筒部 1 5 a が相対回

転不能かつ軸方向摺動 自在 に揷嵌されている。そ して、本実施例の場合、差

し込み筒部 1 5 a の外周面にはスプライン 1 5 a が設けられてお り、該外

周面 と前記ス リープ 3 9 の内周面間における軸方向の摩擦抵抗を減少させて

いる。

[0043] 更に、前記インナ一 ドラム 1 5 e は、前記第二ケース 5 の第二前進軸孔 5



b に、第二テ一パロ一ラベァリング3 7 c を介 して回動可能に支持されてい

る。なお、軸本体 1 5 c とインナ一 ドラム 1 5 e との間には、半径方向外側

に突出するリング状の鍔部 1 5 d が設けられており、該鍔部 1 5 d により、

前記第二テ一パロ一ラベァリング3 7 c の前方への摺動が規制されている。

[0044] 前記前進入力軸 1 2 は、このような前進ピニオン 1 5 よりも更に後方に延

出され、その延出端は、前記ケースカバ一 6 を貫通すると共に、該ケース力

バ一6 のカバ一前進軸孔 6 b に、第三テ一パロ一ラベァリング3 7 d を介 し

て回動可能に支持されている。これにより、前進伝達部 7 で前記インナ一 ド

ラム 1 5 e より後方の部分、つまり、前進クラッチ 1 4 と前進入力ギア 1 3

を、全てケースカバ一 6 内に収容することができる。

[0045] このように支持される前進伝達部 7 をハウジング3 から取り出す手順につ

いて、図 3 、図 6 により説明する。

まず、前記ボル ト4 1 を抜脱 して、ケースカバ一 6 から、油圧ポンプ2 7

前後進切換バルブ2 8 を付設 したカバ一プレ一 卜3 6 を取り外 し、その後

、前記ボル ト3 5 を抜脱 して、第三テ一パロ一ラベアリング3 7 d を前進入

力軸 1 2 側に残 したまま、第二ケース 5 からケースカバ一 6 のみを脱着する

[0046] 続いて、前進入力軸 1 2 の後部を把持 して後方に抜き出す。

すると、前述の如く、第二テ一パロ一ラベアリング3 7 c は鍔部 1 5 d に

よって前方への摺動が規制されているため、該第二テ一パロ一ラベァリング

3 7 c は、第二ケース 5 の第二前進軸孔 5 b 内に留まることなく、鍔部 1 5

d によって後方に押 し出されるようにして、インナ一 ドラム 1 5 e と一緒に

取り出される。

[0047] 更に、前述の如く、第一テ一パロ一ラベアリング3 7 b 内にスリープ3 9

が密着固定される一方、該スリープ3 9 と差 し込み筒部 1 5 a とは互いに軸

方向摺動自在に構成されているため、前進入力軸 1 2 の後部を把持 して後方

に抜き出すと、該第一テ一パロ一ラベァリング3 7 b は第一ケース4 の第一

前進軸孔 4 b における大径部 4 b 3 内にスリープ3 9 と一緒に残ったまま、



差 し込み筒部 1 5 a のみが取 り出される。特に、本実施例のように、差 し込

み筒部 1 5 a の外周面にスプライン 1 5 a を形成すると、摩擦抵抗が減少

し、ス リープ 3 9 か ら前進 ピニオン 1 5 を小さな力で抜 き差 しすることがで

きる。

[0048] この際、前述の如 く、前進入力軸 1 2 先端 にあるスプライン部 1 2 a が継

手部 1 1 a のスプライン孔 1 1 a に軸方向摺動自在に揷嵌されているため

、前進入力軸 1 2 の後部を把持 して後方に抜 き出すと、前進入力軸 1 2 先端

のみが継手部 1 1 a か ら取 り出される。

[0049] また、前記後進伝達部 8 でも、略同様に、前記後進入力軸 1 6 の先端部は

、前記第一ケース 4 の第一後進軸凹部 4 c に嵌設 した機体側テ一パ ロ一ラベ

ァ リング 3 8 a 内に、相対回転不能かつ軸方向摺動自在に揷嵌されている。

[0050] ここで、後進入力軸 1 6 に遊嵌される前記後進 ピニオン 1 9 も、歯部 1 9

b を挟んで前後に、該歯部 1 9 b よりも小径の差 し込み筒部 1 9 a と軸本体

9 c とが形成され、該軸本体 1 9 c には、前記ィンナ一 ドラム 1 9 e が後

方に連設されている。

[0051 ] このうちの差 し込み筒部 1 9 a は、前記第一ケース 4 の第一後進軸凹部 4

c の大径部 4 c 3 に、第一テ一パ ロ一ラベァ リング 3 8 b とス リープ4 0 を

介 して回動可能に支持される。該ス リープ4 0 も、 リング状であって、その

外周面は、第一テ一パ ロ一ラベァ リング 3 8 b の内 リング 3 8 b に密着固

定される一方、ス リープ4 0 の内周面には、前記差 し込み筒部 1 9 a が相対

回転不能かつ軸方向摺動自在に揷嵌されている。そ して、差 し込み筒部 1 9

a の外周面にもスプライン 1 9 a 1 が設けられ、ス リープ4 0 の内周面 との

軸方向の摩擦抵抗を減少させている。

[0052] 更に、前記インナ一 ドラム 1 9 e は、前記第二ケース 5 の第二後進軸孔 5

c に、第二テ一パ ロ一ラベァ リング 3 8 c を介 して回動可能に支持されてい

る。なお、前記軸本体 1 9 c とインナ一 ドラム 1 9 e との間にも鍔部 1 9 d

が設けられている。

[0053] 前記後進入力軸 1 6 の延出端も、ケースカバ一 6 のカバ一後進軸孔 6 c に



、第三テ一パロ一ラベァリング3 8 d を介 して回動可能に支持されている。

これにより、後進伝達部 8 で前記インナ一 ドラム 1 9 e より後方の部分、つ

まり、後進クラッチ 1 8 と後進入力ギア 1 7 を、全てケースカバ一 6 内に収

容することができる。

[0054] このように支持される後進伝達部 8 をハウジング3 から取り出す場合も、

前記前進伝達部 7 と同様に、まず、ボル ト4 1 を抜脱 して、ケースカバ一 6

からカバ一プレー ト3 6 を取り外 した後、前記ボル ト3 5 を抜脱 して、第三

テ一パロ一ラベアリング3 8 d を後進入力軸 1 6 側に残 したまま、第二ケ一

ス 5 からケースカバ一 6 のみを脱着する。続いて、後進入力軸 1 6 の後部を

把持 して後方に抜き出すと、第二テ一パロ一ラベアリング3 8 c は、第二ケ

—ス 5 の第二後進軸孔 5 c 内に留まることなく、鍔部 1 9 d によって後方に

押 し出され、インナ一 ドラム 1 9 e と一緒に取り出される。

[0055] 更に、第一テ一パロ一ラベアリング3 8 b は、第一ケース4 の第一後進軸

凹部 4 c における大径部 4 c 3 内にスリープ4 0 と一緒に残ったまま、差 し

込み筒部 1 9 a のみが取り出される。

[0056] すなわち、第一ケース4 、第二ケース 5 、及び該第二ケース 5 に着脱可能

なケースカバ一 6 を装置である舶用減速逆転装置 1 の一側である前側から他

側である後側に向かって順に列設 してハウジング3 を形成 し、該ハウジング

3 内に前進用と後進用の推進伝達部である前進伝達部 7 後進伝達部 8 を収

容すると共に、該前進伝達部 7 後進伝達部 8 は、いずれも、プロペラに連

結する出力ギア2 2 に嚙合するピニオンである前進ピニオン 1 5 ' 後進ピニ

オン 1 9 と、該前進ピニオン 1 5 後進ピニオン 1 9 が軸途中に遊嵌される

入力軸である前進入力軸 1 2 後進入力軸 1 6 と、該前進入力軸 1 2 後進

入力軸 1 6 の後側に固設される入力ギアである前進入力ギア 1 3 後進入力

ギア 1 7 と、該前進入力ギア 1 3 後進入力ギア 1 7 と前記前進ピニオン 1

5 後進ピニオン 1 9 との間に動力断接可能に介設するクラッチである前進

クラッチ 1 4 後進クラッチ 1 8 とから構成 した舶用減速逆転装置 1 におい

て、前記前進ピニオン 1 5 後進ピニオン 1 9 の前側は、第一転がり軸受で



ある第一テ一パ ロ一ラベ ァ リング 3 7 b 3 8 b を介 して前記第一ケース 4

に回動 自在 に支持 し、前記前進 ピニオ ン 1 5 後進 ピニオ ン 1 9 の後側 は、

第二転が り軸受である第二テ一パ ロ一ラベ ア リング 3 7 c 3 8 c を介 して

前記第二ケース 5 に回動 自在 に支持 し、前記前進入力軸 1 2 後進入力軸 1

6 の後側 は、第三転が り軸受である第三テ一パ ロ一ラベ ア リング 3 7 d 3

8 d を介 して前記ケースカバ一 6 に回動 自在 に支持 し、該ケースカバ一 6 内

に前記前進 クラッチ 1 4 後進 クラッチ 1 8 と前進入力ギア 1 3 後進入力

ギア 1 7 を収容すると共 に、前記第一テ一パ ロ一ラベ ァ リング 3 7 b 3 8

b と前進 ピニオ ン 1 5 ' 後進 ピニオ ン 1 9 の前側 との間にス リープ 3 9 4

0 を介装 し、該ス リープ 3 9 4 0 か ら前記前進 ピニオ ン 1 5 後進 ピニ才

ン 1 9 を抜 き差 し可能 に構成 したので、ケースカバ一 6 を脱着 してか ら前進

入力軸 1 2 後進入力軸 1 6 を抜 き出すだけで、第二テ一パ ロ一ラベ ア リン

グ 3 7 c 3 8 c 、第三テ一パ ロ一ラベ ァ リング 3 7 d 3 8 d を前進伝達

部 7 後進伝達部 8 と一緒 にハ ウジング 3 か ら取 り出す ことがで き、第一テ

—パ ロ一ラベ ァ リング 3 7 b 3 8 b 、第二テ一パ ロ一ラベ ァ リング 3 7 c

3 8 c 、第三テ一パ ロ一ラベ ア リング 3 7 d 3 8 d のメンテナ ンスのた

めにハ ウジング 3 全体 を分解する必要がな くな り、 メンテナ ンス性が向上す

る。更に、ケースカバ一 6 を脱着するだけで、前進 クラッチ 1 4 ' 後進 クラ

ツチ 1 8 、前進入力ギア 1 3 後進入力ギア 1 7 、第三テ一パ ロ一ラベ ァ リ

ング 3 7 d 3 8 d を外部 に露出させることがで き、 これ らの部材である前

進 クラッチ 1 4 後進 クラッチ 1 8 、前進入力ギア 1 3 後進入力ギア 1 7

、第三テ一パ ロ一ラベ ア リング 3 7 d 3 8 d については、 メンテナ ンスを

—層容易に行 うことがで きる。加えて、第一テ一パ ロ一ラベ ア リング 3 7 b

3 8 b 、第二テ一パ ロ一ラベ ァ リング 3 7 c 3 8 c 、第三テ一パ ロ一ラ

ベ ア リング 3 7 d 3 8 d に作用する負荷 を、前記第一ケース 4 、第二ケ一

ス 5 、及びケースカバ一 6 という複数の部材 に分散 させることがで き、第一

テ一パ ロ一ラベ ァ リング 3 7 b 3 8 b 、第二テ一パ ロ一ラベ ァ リング 3 7

c 3 8 c 、第三テ一パ ロ一ラベ ァ リング 3 7 d 3 8 d を強固に支持 して



回転中の回転軸心のずれを小さくし、騒音や第一テ一パロ一ラベアリング3

7 b 3 8 b 、第二テ一パロ一ラベァリング3 7 c 3 8 c 、第三テ一パロ

—ラベァリング3 7 d 3 8 d の損傷を大きく抑制することができる。

[0057] 更に、前記ピニオンである前進ピニオン 1 5 後進ピニオン 1 9 の一側で

ある前側にはスプライン 1 5 a 1 9 a を設け、該スプライン 1 5 a 1

9 a を形成 したスプライン部である差 し込み筒部 1 5 a 1 9 a を前

記スリープ3 9 4 0 内に揷嵌するので、前記差 し込み筒部 1 5 a 1 9 a

がスリープ3 9 4 0 の内周面を軸方向に摺動する際の摩擦抵抗を減少させ

、スリープ3 9 4 0 からの前進ピニオン 1 5 後進ピニオン 1 9 の抜き差

しに必要な力を小さくすることができ、メンテナンスのための作業負荷を軽

減できる。

[0058] また、前記 P T O伝達部 1 0 では、背面視で前記第二前進軸孔 5 b の右斜

め下方の第二ケース 5 には、ボス部材 4 が複数のボル 卜4 4 によって締結

固定され、該ボス部材 4 には前方に窪んだ P T 0 軸凹部 4 2 a が形成され

、該 P T O軸凹部 4 2 a に、前記 P T O軸 2 1 の前端が前テ一パロ一ラベア

リング4 3 a を介 して回動自在に支持される。一方、 P T O軸 2 1 で P T O

ギア2 0 より後方部分の途中部は、前記ケースカバ一 6 のカバ一 P T O軸孔

6 d に、後テ一パロ一ラベァリング4 3 b を介 して回動可能に支持されてい

る。

[0059] このように支持されるP T O伝達部 1 0 をハウジング3 から取り出す場合

も、まず、前記ボル ト3 5 を抜脱 して、後テ一パロ一ラベアリング4 3 b を

P T O軸 2 1側に残 したまま、第二ケース 5 からケースカバ一 6 のみを脱着

する。続いて、 P T O軸 2 1 の後部を把持 して後方に抜き出すと、前テ一パ

口一ラベァリング4 3 a をボス部材 4 2 の P T O軸凹部 4 2 a 内に残 したま

ま、後テ一パロ一ラベァリング4 3 b は P T O軸 2 1 と一緒に取り出される

。これにより、前テ一パロ一ラベアリング4 3 a 後テ一パロ一ラベアリン

グ4 3 b のメンテナンスのためにハウジング3 全体を分解する必要がなくな

り、メンテナンス性が向上する。



産業上の利用可能性

本発明は、第一ケース、第二ケース、及び該第二ケースに着脱可能なケ一

スカバ一を装置の一側か ら他側 に向か って順 に列設 してハ ウジングを形成 し

、該ハ ウジング内に前進用 と後進用の推進伝達部 を収容すると共 に、該推進

伝達部 は、 いずれも、 プロペ ラに連結する出力ギアに嚙合する ピニオ ンと、

該 ピニオ ンが軸途中に遊嵌 される入力軸 と、該入力軸の他側 に固設 される入

力ギアと、該入力ギアと前記 ピニオ ンとの間に動力断接可能 に介設するクラ

ツチ とか ら構成 した、全ての舶用減速逆転装置 に適用することがで きる。



請求の範囲

[ 請求項 1] 第一ケース、第二ケース、及び該第二ケースに着脱可能なケース力

ノく- を装置の一側か ら他側 に向か って順 に列設 してハ ウジングを形成

し、該ハ ウジング内に前進用 と後進用の推進伝達部 を収容すると共 に

、該推進伝達部 は、 いずれも、 プロペ ラに連結する出力ギアに嚙合す

る ピニオ ンと、該 ピニオ ンが軸途中に遊嵌 される入力軸 と、該入力軸

の他側 に固設 される入力ギアと、該入力ギアと前記 ピニオ ンとの間に

動力断接可能 に介設するクラツチ とか ら構成 した舶用減速逆転装置 に

おいて、前記 ピニオ ンの一側 は、第一転が り軸受を介 して前記第一ケ

—スに回動 自在 に支持 し、前記 ピニオ ンの他側 は、第二転が り軸受を

介 して前記第二ケースに回動 自在 に支持 し、前記入力軸の他側 は、第

三転が り軸受を介 して前記ケースカバーに回動 自在 に支持 し、該ケ一

スカバ一内に前記 クラッチ と入力ギアを収容すると共 に、前記第一転

が り軸受 とピニオ ンの一側 との間にス リ一プを介装 し、該ス リ一プか

ら前記 ピニオ ンを抜 き差 し可能 に構成 した ことを特徴 とする舶用減速

逆転装置。

[ 請求項 2 ] 前記 ピニオ ンの一側 にはスプラインを設 け、該スプラインを形成 し

たスプライン部 を前記ス リ一プ内に揷嵌することを特徴 とする請求項

に記載の舶用減速逆転装置。
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